
酪農総合研究所の取り組み①

１．はじめに

酪農総合研究所では酪農生産に関係する調査
研究を始め、ホームページ運営、酪総研選書の
発刊および酪総研シンポジウムの開催等の活動
を行っています。
今回は、酪農総合研究所が取り組んでいる調

査研究の中から、「経営実証農家」について紹介
します。
この取組は平成２１年度から大樹町および中標

津町の酪農家のご協力を頂いて開始し、平成２４
年度から興部町でも開始し、道内３農場で１農
場について５年間に亘る取り組みとして実施し
ています。
今月号と次号の２回に亘り、中標津町および

大樹町での取り組みについて紹介します。

２．経営実証農家

酪農において、自給飼料はその質と量によっ
て経営に大きな影響を与える部門です。しかし、
自給飼料部門への投資効果は、天候等他の様々
な要因によって見え難いことから、自給飼料改
善が進まないという側面があります。
「経営実証農家」の取り組みは、自給飼料の

質・量の改善を基本として、飼養管理方法の改
善、施設改善、経営診断等一貫したプロセス管
理を行って経営の改善を進めていき、最終的に
自給飼料改善の直接的経済貢献度を実証するこ
とを目的にしています。
この取り組みは、雪印メグミルクグループの

酪農総合研究所、酪農部および雪印種苗㈱と大
学、コンサルタント会社、地元の農協等の関係
団体・機関がチームを作って進めています。
毎月、経営実証農家での各種調査、検討およ

びアドバイスを行う定期巡回をベースに、それ
ぞれ年２回関係者が集まって分析・検討を行う
現地検討会および定期検討会、牧草の生育状況

に合わせての圃場調査等を行い、牛のボディコ
ンディションスコアの確認、土壌分析、植生調
査、収量調査、草地更新、貯蔵飼料在庫調査、
採食量調査、育成牛の体格測定、乳検データの
評価、および経営診断等を実施しています。
以下中標津町S農場での具体的実施内容をい

くつかピックアップして紹介します。

３．実施内容

１）圃場調査・植生改善

圃場の更新履歴の把握、土壌分析、春先の植
生調査（写真１）、刈り取り直前の収量調査、生
草の成分調査およびサイレージの分析調査等を
行い、これらを元に、草地更新計画、除草剤の
効率的使用、施肥管理、草種の選択等のアドバ
イスを行っています。新規更新はアルファルフ
ァ（ケレス）（写真２）も追加していきました。
現在S農場ではTMRセンターに加入して、草地
はセンター管理となりましたが、TMRでも基本
は草地の維持管理だと思われます。
２）飼養管理改善

初期に抽出された問題点は、哺育・育成牛の
発育が標準よりも低いこと、経産牛の乳量が全
道平均を下回っていることでした。

写真１ 植生調査
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育成牛の管理マニュアルを改善し、体高・体
重の増加を目指しました。現時点では、育成前
期は目標値以上に達しましたが、後期は牛舎環
境の問題があり伸び悩んでいる状況です。後期
育成舎の改善については今後の課題として、検
討を重ねているところです。
経産牛については、乾乳牛舎の床に問題があ

ったので砂床（写真３）に変更し、乾乳前期と
後期の仕切り柵を設置、飼槽をレジコンにしま
した。これらの対策と乾乳用TMR給与開始によ
り、経産牛乳量は全道平均を上回って推移して
います。
３）暑熱対策

冷涼な道東地方ですが、平均気温は上昇し、
デントコーンの栽培も可能な地域が拡大してき
ていますが、夏季の暑熱の影響が顕在化してき
ており、乳量低下および不受胎等大きな影響が

出てきています。平成２３年度に搾乳牛舎に換気
扇を２機設置し、今年度には４機追加し、リレ
ー換気を可能としました。
４）その他

冬季のパドック床面凍結で、滑走転倒事故に
よると思われる乳頭損傷が多発していました。
しかし、これらの中には、搾乳後のポストディ
ッピング液が乾ききらないうちに舎外に出て、
凍傷になっているケースもあると推測されたこ
とから、ディッピング液をグリセリン等が含ま
れるものに変更しました。それ以後、乳頭損傷
の発生が激減したため、原因の大半は凍傷だっ
たものと思われます。

４．まとめ

「経営実証農家」の調査研究を快く受けて頂
いたS農場を始め、各関係機関のご支援を頂き、
平成２１年度から３年間取り組んでまいりまし
た。この間、草地植生改善、飼養管理マニュア
ルの改善および施設改善等を実施し、TMRセン
ター加入も相まって、出荷乳量は経営実証農家
開始以前に比較し１２７％と大きく増加いたしま
した。
取り組み期間の残り２年間については、現在

の良好な状態の維持向上と、草地改善（飼料基
盤改善）の経済的側面への直接的貢献度を解析
していく予定です。調査研究の成果につきまし
ては、また別な機会にご報告させて頂きたいと
思います。
次号では、大樹町での取り組みを紹介します。

写真２ 平成２１年に更新された草地（平成２２年撮影）
アルファルファ（ケレス）率３５％の草地

写真３ 乾乳牛舎の砂床

図１ 平成２０年の出荷乳量を１００とした時の乳量推移

雪たねニュース （３）平成２４年（２０１２年）９月１日発行 №３４５号

／雪たね／雪たね　北海道版／２０１２年／雪たねニュース（北海道）３４５号２Ｑｕｐ／００２～００３  2012.08.06 17.16.04  Page 3 




